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作業の進行状況に合わせて音声やビデオ，あるいはプロジェクタによる投影によりガイドするシステムが近年，
様々提案されている．このようなシステムでも特に作業中にマウスやキーボードの利用が難しい作業では，作業の
進行状況を自動的に認識する等の処理が行われる．進行状況の把握のために従来の多くのシステムは
ARToolKitやRFIDタグなどを利用しているが，このようなタグを環境や作業対象の消費財に埋め込むことは設置や
管理のためのコストが大きい．今回我々が提案している技術は単眼カメラと計算機のみで構成されるため従来の
システムよりも設置が簡便である．また環境や消費財へのタグ付けが必要ないため，一般家庭のような専門的な
知識のないユーザを対象としたシステムの実現も可能にする．
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(a) 背景画像 (b) 観測画像 (c) 正解 (d) 処理結果
図1.   提案手法による背景差分処理結果．腕の周辺に生じた強い影の影

響は

　　     受けず，人物と背景色に近い物体の領域のみが検出できている．

本研究では単眼カメラのみを用いた画像処理に基づく机上作業理解を目標としたいくつかのアプリ
ケーションを紹介する．図1は人物の影に対処した背景差分手法である．机上作業理解において，人と

物の接触を検出する

ことは重要な処理となる．この接触検出には背景差

分などの手法により人や物体の領域を抽出する必

要がある．図1で示した提案手法ではGraphCutを用

いたテクスチャ比較を通して，室内のようにある程度

の大きさがある光源環境の下では影の影響を受け

にくい背景差分を実現した．
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